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5
月
31
日
、
平
成
17
年
度
の
小
野

町
地
方
バ
ス
路
線
対
策
協
議
会
を
役

場
第
一
会
議
室
で
開
催
し
、
21
名
の

委
員
を
代
表
し
て
、
長
久
保
喜
伸
氏

（
行
政
区
長
会
長
）
に
町
長
か
ら
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。

審
議
会
は
、小
野
町
に
お
け
る「
地

方
バ
ス
」
の
運
行
維
持
対
策
に
関
し

調
査
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
て
い
る
機
関
で
、

現
在
の
路
線
バ
ス
の
運

行
状
況
、
今
後
の
運
行

計
画
等
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

現
在
は
、
バ
ス
事
業

者
3
社
に
よ
り
6
路
線

で
の
運
行
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
自
家
用
車

の
普
及
等
を
背
景
に
路

線
バ
ス
の
利
用
者
は
減

少
傾
向
が
続
き
、
路
線

維
持
が
難
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の

も
と
、
町
で
は
高
齢
者

や
児
童
生
徒
等
の
移
動

手
段
と
し
て
、
さ
ら
に

は
生
活
を
支
え
る
重
要

な
存
在
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

路
線
の
維
持
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
の
6
路
線
の
内
、
小
野
新
町
・

高
部
線
（
い
わ
き
市
）
は
、
本
年
11

月
の
路
線
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。今

後
も
利
用
者
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
状
態
が
続
く
と
、
企

業
努
力
や
公
的
補
助
を
も
っ
て
も
路

線
維
持
は
難
し
い
状
況
に
な
る
も
の

と
予
測
さ
れ
ま
す
。
路
線
バ
ス
の
維

持
、新
た
な
交
通
対
策
に
つ
い
て
の
対

応
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

長
久
保
喜
伸
（
会
　
長
）

櫛
田
　
忠
夫
（
副
会
長
）

こ
の
ほ
ど
任
期
満
了
に
伴
い
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
員
（
任
期
2
年
）
を
委

嘱
し
ま
し
た
。

委
員
の
方
々
に
は
、
小
野
町
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
に
御
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

会
　
長
　
根
本
　
一
郎

副
会
長
　
塩
田
　
正
雄

〃
　
　
先
崎
　
信
子

二
瓶
　
洋
補
　
　
草
野
　
哲
男

小
野
　
公
光
　
　
小
野
　
博
康

村
上
　
昭
男
　
　
吉
川
　
良
隆

新
田
　
正
仁
　
　
会
田
　
則
夫

齊
藤
　
昌
之
　
　
常
恒
　
　
武

冨
澤
十
四
二
郎
　
松
本
　
　
仁

宗
像
　
　
智
　
　
先
崎
　
太
吉

矢
内
今
朝
見
　
　
渡
邊
　
勝
雄

菊
地
　
和
章
　
　
佐
川
　
　
潮

吉
田
　
文
雄

今年廃止となる高部線 審議のもよう

委嘱状を交付

○○○


